
また、次の６名が奨励賞、９名が入選し「お気に入りのかくのだて展」開催中です
ました。18名のみなさん、おめでとうござ

令和３年12月５日（日）～令和４年１月23 いました!!

日（日）正午まで、角館町平福記念美術館カ

【奨励賞】ルチャールームにて、全校生徒の作品による

Ｉ.Ｋさん（1D） Ｓ.Ｈさん（2A）「お気に入りのかくのだて展」を開催中です。

Ｓ.Ｍさん（3C） Ｓ.Ｋさん（3B）３年生は武家屋敷周辺、２年生は桧木内川

Ｈ.Ｏさん（3B） Ｎ.Ｋさん（3A）堤周辺、１年生は校舎周辺のお気に入りの一

コマを葉書サイズの画面の中に、自分ならで

【入選】はの表現で心を込めて描きました。

Ｍ.Ｋさん（1D） Ｋ.Ｍさん（1B）今年度は、新型コロナウイルス感染予防対

Ｓ.Ｋさん（2B） Ｆ.Ｍさん（2C）策のため、10月18日（月）の午後に、自分が

Ｓ.Ｍさん（3A） Ｉ.Ｋさん（3A）描きたいお気に入りの風景をタブレット端末

Ｔ.Ｓさん（3B） Ｆ.Ｙさん（3B）で撮影し、美術の時間にその画像を見ながら

Ｙ.Ｉさん（3C）作品を完成させました。

美術室で描いたことで、落ち着いて表現に

集中できたためか素晴らしい力作揃いです。

ご出席ありがとうございましたぜひ、会場に足を運んでいただき、子どもた

－ 12月８日 ＰＴＡ参観日 －ちの作品をご覧くださいますようお願いいた

します。

「お気に入りのかくのだて展」は 「角館 今回のＰＴＡ参観日は、授業参観を総務、

のおすすめの場所は、○○○です 「私の 部の事業「ようこそ先輩『先輩に学ぶ』時。」

お気に入りの風景は、△△△です 」と、大 間」に替えて開催しました。。

人になってからも胸を張って「ふるさと角館 「ようこそ先輩」では、地域で活躍して

の魅力」を発信できる角中生を育む、大切な いる13業種の方々を講師としてお迎えし、

活動の一つになっています。 本物の生の話を拝聴しました。その仕事を

選んだ理由、やりがい・日頃の苦労話や、

中学生の時期にやっておいた方がよいこと

等、実際に日々仕事に励んでいる本物なら第44回児童生徒県南美術展
ではの深い話を聞くことができました。

「お気に入りのかくのだて展」開催期間中 仕事を続ける理由には 「生活していくた、

に平福記念美術館では、第44回児童生徒県南 めの収入を得るため ということに加え 社」 、「

美術展も開催されています。 会の一員としての務めを果たすため 「自」、

本校からは、次の３名の作品が見事に特賞 分の才能や能力を発揮するため 「生きが」、

を受賞しました。 いを見つけるため」など、人それぞれに違

った理由や価値があると思います。

「ようこそ先輩」は、将来、社会的に職○仙北市長賞

業的に自立し、持続可能な社会の担い手とＳ.Ｍさん（１Ｃ）

なることを期待されている中学生にとってタイトル ： 冬の訪れ

貴重な学びの場になったようです。

企画・運営を担ってくださったＰＴＡ総○仙北市教育委員会教育長賞

務部の皆さま、ご多用中にも関わらず講師Ｋ.Ｋさん（３Ａ）

を務めていただいた先輩の方々、本当にあタイトル ： 感情～15歳の叫び～

りがとうございました。

また、学年懇談にも多数ご参加いただき○ＡＫＴ秋田テレビ社長賞

ありがとうございました。学校はこの後、Ｋ.Ｇさん（１Ｃ）

今年度のまとめに向かっていきます。タイトル ： 実り
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